
皆さんこんにちは！しあわせな社会探求委員会 委員
の山岡です。まずは「第２３回参議院議員通常選挙　
公開討論会」につきましては多くの現役メンバー・OB
諸先輩方のお力をお借りし、無事終えることが出来ま
したこと有難く厚く御礼申し上げます。しかも今回の公

開討論会は、過去に全国で行なわれたＪＣ主催の公開討論会の中でも「歴
代２位」の来場者数で、７１５人もの方々が足を運んで下さいました。これも
皆様方のお陰と重ね重ね感謝いたしております。今後も明るい豊かな街づく
りの為、個々の「キャラ」を活かして精一杯頑張って行きたいと思います。今
後とも、キャサリン同様よろしくお願いいたします。　

私共の委員会は環境啓発をテーマに半年間活動し
て参りました。5 月例会行事では尾道の環境整備に
おいて新たな可能性がないか考え、6 月にはひろしま

『山の日』県民の集いに参画し、市民の皆様と一緒
になって尾道の自然環境の素晴らしさを体験するこ

とができました。
来たる 8 月には夏期講習を担当します。大山という大きな自然をメン

バーの皆様に体験していただきたいと思います。下半期も委員会メンバー
一丸となって頑張って参ります。どうぞ最後までよろしくお願い申し
上げます。

地域の魅力創造委員会の濱野です。当委員会で

は現在、ゆかた会に向け、ラストスパートで準備を

急いでいます。当日は OB の皆様と現役の皆様の懇

親を今以上に深めて頂ける様に、また存分に楽しんで頂ける様に、多数

の催しを準備しています。

地域の文化継承委員会の檀上です。三体廻しの
警備には、多くの皆様に協力いただきありがとうご
ざいました。三体廻しタイムトライアルでは、ＪＣメ
ンバーが担ぎ手として参加した一つ巴は幟に神輿 or
担ぎ手が触れたとのことで、屈辱の “ 失格 ”という

残念な結果とはなりましたが、タイムはトップという快挙を成し遂げま
した。さて、数年前より、担ぎ手として参加されるメンバーが増えてお
ります。これこそ、三体廻しが尾道に根付いた魅力的な祭りになった証
ではないでしょうか？尾道ＪＣの活動が、尾道の運動に変わっていく、「そ
の時」だと思います。来年も参加します！！

徳溢れる教育推進委員会の安本です。現在、当委

員会では、槙原委員長を中心に寺子屋事業について

委員会メンバー一丸となって、日々取り組んでおり

ます。本年度も、あと半年になりました。まだまだ事業も盛りだくさん

ですが、徳溢れる教育推進委員会、ビシビシ頑張ります！！

拡大研修委員会　幹事の大西です。これまでの拡
大活動の方ありがとうございました。そして仮入会
員のフォローの方引き続きよろしくお願い申し上げ
ます。本年度入会できなかった方も、次年度以降の

入会意志を示して下さる方も多数いらっしゃいますので、来年・再来年
と続く活動をこれからもしていきたいと思っておりますのでよろしくお
願い致します。

総務渉外委員会、委員の前田光輝です。もう７月
ですね。これからさらに暑い日が続いていくと思い
ます。メンバーの皆様、夏バテに気を付けて残りを
乗り切りましょう。委員会は主に総会や例会の司会、
バッチ授与など様々なことをしています。今年の例

会ではラッキーボックスにも変化を加えたり、新しい事にも挑戦してい
ます。そのほか、理事会での議事録作成もしております。委員長、副委
員長をはじめ委員会メンバーは常に総務渉外委員会について更なる向
上を考え頑張っています。

皆様、よろしくお願いいたします。

委員会幹事の勝島です。仮入会員の時期も合わせ
ると早くも１年が過ぎてしまいました。当委員会では、
日々の JC 活動についての記事の作成、写真撮影、
Facebook・公式ホームページの更新などの活動と、
12 月の卒業例会に向けて着々と準備を進めておりま

す。メンバー一同しっかりと感謝の気持ちや思いをお伝えし、思い出に残
る卒業例会にしたいと思っております。

残り半年という時期になりましたが、今期、委員会活動が充実した時間
であったと思えるよう、これまで以上にメンバー全員で協力し頑張ってい
きたいと思っておりますのでよろしくお願い致します。

情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す

る
モ
ノ
。
ジ
ミ
ー
ち
ゃ
ん

こ
と
ジ
ミ
ー
オ
オ
ニ
シ

（
？
）
で
す
。
あ
つ
は
な

つ
い
…
も
ぅ
夏
で
す
。
ジ

メ
ジ
メ
し
て
ま
す
。
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
行
き
た
い
で
す
。
で
も
忙
し
い
の

で
な
か
な
か
…

心
を
亡
く
し
て
「
忙
し
い
」
と
言
う
…

あ
れ
、
ホ
ン
マ
で
す
か
ね
？
ジ
ミ
に
忙

し
い
の
、
何
と
か
ナ
ラ
ナ
イ
で
す
か
ね
。

ジ
ミ
に
ジ
ャ
ブ
が
効
い
て
き
ま
せ
ん

か
？
…
以
上
、
ジ
ミ
ー
で
し
た
。

事務局長の佐藤です。

2013 年度も早や、半年が過ぎました。

前半も様々な事業がございましたが、事務局とし

て精一杯参加させていただきました。

後半も、皆様が安心して活動出来るよう邁進して参りますので、宜し

くお願い致します。

委員　山岡 稔季 委員　谷前 秀樹

委員　濱野 光展 委員　檀上 貴晴

委員　安本 皇 幹事　大西 貴明

委員　前田 光輝 幹事　勝島 千展

事務局長　佐藤 敏章

山
根 

浩
揮

　

６
月
17
日

（
月
）、
６
月

例
会
が
開
催
さ

れ
、テ
ー
マ「
社

会
開
発
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し

て
の
例
会
行
事

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
般
社
団

法
人　

寝
屋
川
青
年
会
議
所

Ｏ
Ｂ
で
、
２
０
０
７
年
度
理

事
長
を
務
め
ら
れ
た
川
端
益

裕
先
輩
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
Ｊ
Ｃ
活
動
と
社
会
開
発

に
つ
い
て
、
寝
屋
川
青
年
会

議
所
の
皆
様
が

行
わ
れ
て
き
た

事
業
の
紹
介
を

踏
ま
え
、
寝
屋

川
Ｊ
Ｃ
の
皆
様

が
考
え
る
社
会

開
発
と
尾
道
Ｊ

Ｃ
が
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
・
社

会
開
発
と
は
何

か
考
え
る
内
容

で
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｃ
と
は
ど
う
い
う
団
体
な
の
か
」
と
い
う
質

問
を
は
じ
め
、
様
々
な
問
い
か
け
に
委
員
会
で
話

し
合
い
発
表
す
る
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
、
自
分

た
ち
は
「
何
の
た
め
に
」「
誰
の
た
め
に
」
Ｊ
Ｃ
活

動
を
し
て
い
る
の
か
、
委
員
会
内
で
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

寝
屋
川
青
年

会
議
所
の
事
業

は
、
地
域
の
人

を
積
極
的
に
巻
き
込
み
「
参
加
し
た
い
」
と
思
わ

れ
る
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、

今
後
の
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
尾
道
Ｊ
Ｃ
と
寝
屋
川
Ｊ
Ｃ
の
社
会
開

発
へ
の
取
り
組
み
方
は
違
い
ま
す
が
、
目
指
す
と

こ
ろ
は
同
じ
「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
創
造
」
で

す
。
今
回
、
他
の
青
年
会
議
所
の
活
動
を
知
る
こ

と
で
、
改
め
て
尾
道
青
年
会
議
所
の
活
動
に
対
し

て
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
各
事

業
へ
の
自
信
に

繋
が
る
。
今
回

の
例
会
を
通
し

て
、
こ
れ
か
ら

も
活
気
の
あ
る

魅
力
的
な
街
づ

く
り
の
必
要
性

や
、
伝
統
文
化

の
継
承
の
大
切

さ
を
学
べ
た
と

思
い
ま
す
。

（
記
事　

細
木 

豪
）

　

今
年
も
、
お
の
み
ち
の
夏
祭
り
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
、
祇
園
祭 

三
体

廻
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
22

日
（
土
）
に
は
前
夜
祭
と
し
て
、
久

保
の
八
坂
神
社
を
出
発
し
、
土
曜
夜

店
が
開
催
さ
れ
て
い
る
尾
道
市
商
店

街
を
三

体
の
神
輿
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
６
月
29
日
（
土
）
に
は
本
祭

と
し
て
、
中
央
桟
橋
前
で
勇
壮
な
神
輿

の
三
体
揃
い
踏
み
、
幟
の
周
り
を
い
か

に
早
く
駆
け
抜
け
る
か
を
競
う
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
が
行
わ
れ
、
会
場
に
駆
け

付
け
た
多
く
の
観
衆
の
喝
采
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。
尾
道
Ｊ
Ｃ
で
は
、
地
域
の

文
化
継
承
委
員
会
が
主
導
の
も
と
、
観

客
の
安
全
を
守
る
た
め
の
警
備
係
と

し
て
参
加

し
、
ま
た
、

力
自
慢
の

メ
ン
バ
ー

は
神
輿
の

担
ぎ
手
と

し
て
一
つ

巴
の
神
輿

を
担
ぎ
ま

し
た
。
初
め
て
神
輿
を
担
い
だ
と
い
う

メ
ン
バ
ー
は
「
肩
が
痛
い
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
の
み
ち
の
祭
り
は
こ
れ
か
ら
目
白

押
し
と
な
り
ま
す
。
我
々
若
い
メ
ン

バ
ー
が
積
極
的
に
祭
り
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
祭
り
が
更
に
活
気
づ
き
、
故
郷

お
の
み
ち
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
事
が

で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。（

記
事　

辻 

健
志
）



　

６
月
３
日
（
月
）
開

催
の
６
月
合
同
委
員
会

に
お
い
て
、
加
度
委
員

長
率
い
る
し
あ
わ
せ
な

社
会
探
求
委
員
会
の
皆

様
に
よ
る
、「
真
の
し

あ
わ
せ
を
知
る
経
営
者

育
成
事
業
～
『
人
』
編
～
」
の
後
編
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
前
回
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
」
と
「
信
念
と
情
熱
」

に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
は
、
世
界
シ
ェ

ア
の
30
％
以
上
を
誇
る
と
い
う
「
ダ
ス
ト
レ
ス
チ
ョ
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
文
房
具
・
事
務
用
品
の
製
造
会
社
で
、
50

年
以
上
に
わ
た
っ
て
知
的
障
が
い
者
の
積
極
的
な
雇
用
を

続
け
ら
れ
て
い
る
、
日
本
理
化
学
工
業
株
式
会
社
（
神
奈
川

県
川
崎
市
）
の
事
例
紹
介
の
映
像
を
視
聴
し
、
後
に
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
演
習
（
伝
言
ゲ
ー
ム
）
を
行
い
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
総
評
と
し
て
加
度
委
員
長
が
、「
真
の
し
あ
わ
せ

を
知
る
経
営
者
と
は
、
関
わ
る
人
全
て
を
し
あ
わ
せ
に
す

る
経
営
者
で
あ
る
」「
真
の
し
あ
わ
せ
を
知
る
経
営
者
が
通

常
の
経
営
者
と
違
う
と
こ
ろ
は
、『
人
』『
お
金
』
に
つ
い

て
本
質
的
な
知
識
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
経
営
が
出
来
る
経
営

者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
」

と
結
論
を
述
べ
ま
し
た
。

自
社
に
つ
い
て
、
青
年

経
済
人
と
し
て
の
自
分

自
身
の
役
目
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
考
え
る
良

い
学
び
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
合
同
委
員
会
に
て
、
２
０
１
４
年
度
の
理
事
長
候
補
者
を

選
考
す
る
理
事
長
選
考
委
員
を
決
め
る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
年
度
の
体
制
を
決
め

る
時
期
が
来
た
の
だ
と
改
め
て
実
感
で
き
る
選
挙
で
す
。

　

こ
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
７
名
と
高
橋
理
事
長
・
村
上
直
前
理

事
長
を
含
め
た
９
名
で
次
年
度
理
事
長
候
補
者
を
選
考
す
る
会
議

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

理
事
長
選
考
委
員
に
選
出
さ
れ
た
７
名
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

麻
生
裕
雄
君
・
安
部
昭
一
郎
君
・
池
田
誠
君

　

太
田
雄
介
君
・
坂
本
篤
勇
君
・
本
多
隆
士
君

　

村
上
弘
一
君　
（
50
音
順
）

　

６
月
14
（
金
）
か
ら
６
月
16
（
日
）
に
か
け

て
、
韓
国
・
光
州
で
行
わ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
よ
り
各
青
年
会
議
所

会
員
が
集
ま
る
会
議
で
す
。
今
回
は
主
に
広
島

県
内
の
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
皆
様
、
そ
し
て
広
島
ブ
ロ
ッ

ク
の
皆
様
が
出
店
さ
れ
る
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
ブ

ー
ス
の
お
手
伝
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
、

日
本
よ
り
65
の
ブ
ー
ス
出
展

が
あ
り
、
各
地
域
の
風
土
文

化
を
ど
の
ブ
ー
ス
も
し
っ
か

り
と
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
の
力
で
各
地
域
に
密
着
し
た
事
業

ア
ピ
ー
ル
を
世
界
に
知
っ
て
頂
き
、
お
互
い
の
情
報
を
共
有

し
て
い
け
る
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
方

の
姿
を
見
て
出
向
先
で
一
緒
だ
っ
た
他
県
の
方
々
と
の
再
会
、

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
の
絆
の
深
さ
を
知
り
、
本
当
に
Ｊ
Ｃ
と
い
う

組
織
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
学

べ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　

  　

  

（
記
事　

勝
島 

千
展
）

　

６
月
２
日
（
日
）、
尾
道
ふ
れ
あ
い

の
里
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
12
回　

ひ
ろ
し
ま
『
山
の
日
』
県
民
の
集
い 

ｉ
ｎ

お
の
み
ち
」
に
当
青
年
会
議
所
が
参
画
し
、
当
日
は
高
橋
理
事
長
を
は
じ
め

と
す
る
尾
道
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
、
こ
ど
も
達
を
対
象
に
「
自

然
と
ふ
れ
あ
う
ハ
イ
キ
ン
グ
と
森
の
中
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
「
ひ
ろ
し
ま
『
山
の
日
』
県
民
の
集
い
」
と
は
、森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
民
間
の
団
体
が
中
心
と
な
り
、
広
島
県
な

ど
行
政
も
加
わ
っ
た
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
運

動
と
し
て
展
開
さ
れ
、
身
近
な
山
へ
入
る
き
っ

か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
毎
年
６
月
の
第

一
日
曜
日
＝
「
山
の
日
」
に
合
わ
せ
て
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
里
山
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

植
物
や
昆
虫
た
ち
を
観
察
。
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
探
し
も
行
わ
れ
、
こ
ど
も

達
は
土
に
ま
み
れ
な
が
ら
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
そ
の
後
森
の
中
の
広
場
に

て
自
然
を
体
感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

静
か
に
目
を
閉
じ
て
、
周
り
か
ら
い
く
つ
音
が
聴

こ
え
る
か
数
え
る
「
音
い
く
つ
」
ゲ
ー
ム
、
草
む

ら
の
中
に
隠
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
等
の
人
工
物
を

探
し
当
て
る
「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」
ゲ
ー
ム
等
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
身
近
に
あ
っ
て
も
普
段
な
か
な
か
接
す

る
こ
と
の
な
い
植
物
や
昆
虫
た
ち
と
触
れ
合
い
、

参
加
し
た
こ
ど
も
達
は
大
喜
び
。
終
始
笑
顔
が
溢

れ
て
い
た
ひ
と
時
で
し
た
。   

（
記
事　

徳
永 

剛
志
）

　

６
月
29
日
（
土
）、
岡
山
県
津
山
市
に
て
公
益

社
団
法
人 

日
本
青
年
会
議
所 

中
国
地
区
協
議
会

　

地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
国
地
区
全
54
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
メ
ン
バ
ー
が

集
い
、
尾
道
Ｊ
Ｃ
か
ら
も
高
橋
理
事
長
を
は
じ
め

と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
津
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
れ
た
式
典
で
は
、
中
国
地
区
協

議
会
・
森 

達
海 

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
中
国

地
区
内
の
各
会
員
会
議
所
の
紹
介
、
褒
賞
事
業

２
０
１
３
表
彰
式
、
次
年
度
の
中
国
地
区
協
議
会

会
長
候
補
者
の
発
表
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
中
国
地
区
協
議
会
・
国
家
主
権
確

立
委
員
会
の
設
営
に
よ
る
、
領
土
・
領
海
問
題
国
民
意
識
醸
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
竹

島
が
危
な
い
！！
～
本
当
の
日
本
の
形
を
守
ろ
う
～
」
と
、
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
新
た
な
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
～
未
来
へ
つ
な

が
る
選
択
～
」
の
、
二
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
隣
接
す
る
鶴
山
公
園
に
て
「
地
域
活
性
た
か
ら

い
ち
」
が
行
わ
れ
、
中
国
５
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
出
店
や
、

地
元
津
山
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
等
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
10
月
に
奈

良
に
て
開
催
さ
れ
る
全
国
会
員
大
会
や
、
次
年
度 

山
形
に
て

開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
Ｌ
Ｏ

Ｍ
の
人
達
と
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
Ｊ
Ｃ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
Ｊ
Ｃ
の
持
つ
力
の
大
き
さ
を
実
感
で
き

た
一
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
事　

田
中 

良
幸
）

　

６
月
23
日
（
日
）
尾
道
市

公
会
堂
に
て
「
第
23
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙　

公
開
討

論
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
４
日
公
示
、
21
日
投
開

票
予
定
の
第
23
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
広
島
選
挙
区

か
ら
立
候
補
さ
れ
る
予
定
の

６
名
の
候
補
者
が
一
堂
に
会

し
、
事
前
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
基
に

選
定
し
た
３
つ
の
テ
ー
マ

「
財
政
に
つ
い
て
」、「
社
会

福
祉
に
つ
い
て
」、「
憲
法
改

正
問
題
」
に
関
し
て
討
論
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
尊

敬
す
る
人
物
」
や
「
道
州
制

に
つ
い
て
の
考
え
」
に
つ
い

て
も
述
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

※
今
回
の
公
開
討
論
会
に
ご
出
席
頂
い

た
６
名
の
立
候
補
予
定
者
の
皆
様
は
左
記

の
通
り
で
す
。

　

佐
藤 

公
治　

氏
（
生
活
の
党
・
現
職
）

　

灰
岡 

香
奈　

氏
（
日
本
維
新
の
会
・
新
人
）

　

日
高 

順
子　

氏
（
幸
福
実
現
党
・
新
人
）

　

溝
手 

顕
正　

氏
（
自
由
民
主
党
・
現
職
）

　

皆
川 

恵
史　

氏
（
日
本
共
産
党
・
新
人
）

　

森
本 

真
治　

氏
（
民
主
党
・
新
人
）　

※
50
音
順

　
「
若
い
世
代
の
人
達
に
政
治
に
つ
い
て

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
国

政
選
挙
の
投
票
率
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
開
催
に
至
っ
た
今
回
の

公
開
討
論
会
、
加
度
亮
平
委
員
長
率
い

る 

し
あ
わ
せ
な
社
会
探
求
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
で
は
初
め
て

の
開
催
と
な
る
一
大
事
業
に
、
尾
道
Ｊ
Ｃ

全
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
設
営
に

あ
た
り
ま
し

た
。
お
蔭
様

で
７
０
０
名

を
超
え
る
皆

様
に
ご
来
場

頂
き
、
無
事

盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、

討
論
会
の
模
様
は

Ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
に

て
生
中
継
し
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

視
聴
出
来
る
様
に
致

し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
も
好
評
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
沢
山
の

方
々
に
ご
視
聴
頂
き

ま
し
た
。
改
め
ま
し

て
、
当
日
ご
来
場
頂

い
た
皆
様
、
そ
し
て

ご
支
援
・
ご
協
力
頂

い
た
多
く
の
皆
様
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
今
回
の
公
開
討
論
会
の
模
様
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
て
日
本
青
年
会
議
所
・
日
本
の
未
来
選

択
委
員
会
が
運
営
す
る
選
挙
専
用
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

比
較
検
証
サ
イ
ト
「
ｅ
―
み
ら
せ
ん
」
に
て
公
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
ご
来
場
い
た

だ
け
な
か
っ
た
皆

様
も
、
ぜ
ひ
こ
の

討
論
の
模
様
を
ご

覧
下
さ
い
。

（
記
事　

村
上
成
司
）

　

新
入
会
員
の
森
川
陵
で
す
。

商
店
街
を
歩
い
た
際
、
多
く
の

新
店
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
て
お
り
、

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
事
に

ビ
ッ
ク
リ
致
し
ま
し
た
。
私
の

学
生
時
代
に
比
べ
、
随
分
尾
道

は
進
化
し
て
い
る
な
ぁ
と
、
尾

道
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
私

も
Ｊ
Ｃ
で
そ
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

び
ん
ご
法
律
事
務
所
の
油
藤

正
博
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
、
ド
ラ
イ
ブ
、

テ
ニ
ス
、
将
棋
な
ど
で
す
。
休

日
に
は
、
山
陰
や
関
西
な
ど
に

ぶ
ら
っ
と
車
で
出
掛
け
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｃ
の
活
動
を
通
じ
て
、
人

や
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に

自
身
も
成
長
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

巻幡　恭史森川　陵 村上　優美油藤　正博
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